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Nowadays there is a mass of information health and food for healthy eating, health,
dieting, and eating disorder available from different sources about nutrition and health.
However, University students tend to be having a cheap food and irregular eating habits.
This study proposes not only to analyze the problem of quality of life and food choice for
University students, but also to construct of the practical course for health science at the
University. University students need to study the relationship between healthy eating and
health taking practical sessions of health science. What the practical roles of health sci-











































is a state of complete physical, mental and social














































































































無回答　　       4(  1.3)        20(  4.2)
                                     朝倉他(2007)
健康への関心の有無  人数(%) 
 男子学生　　　女子学生
（1） 朝倉由美子 武田康代 西山千穂子 2007「大学生および短期大学生の食生活と健康意識の調査」Bulletin of













































































































































　　　　　　　　　テーマ別型　　　　　　　　    栄養素別型　　　　　　　 ライフステージ型 
実施大学　　      夙川学院短期大学　　　　　         放送大学　　　　　　　　埼玉純真短期大学







































第二回　　食事と健康　　　　　　　　糖質　　　　　　　　　　　　　健康とライフサイクル           










































































































　第九回　　生活習慣病と健康 食事療法・運動処方　　  食生活ノートの検討会
　第十回　　ストレスと健康　　　　　　　　　　　　　食生活ノートの報告会
  第十一回　 疾病・怪我と健康                                    モデル朝食のプレゼンテーション
  第十二回    高齢期の健康                                          モデル昼食のプレゼンテーション
  第十三回    高度先端医療と健康                                 モデル夕食のプレゼンテーション
  第十四回    生活習慣病                                             トータル食事のプレゼンテーション





実施大学　　　　                      全国各大学：対象は学部一年生
科目名称　　　　　                           健康科学  食と健康
授業の目標
キーワード　健康、ライフサイクル
と健康について、受講生が当事者意識をもっ
て確認すること機会をもつことができる。大
学生になり、食生活のセルフマネージメント
を始める新入生にとっては、極めて意義のあ
る講義となる。食生活の実態を客観化しする
だけでなく、他の受講生と共有し、さらには、
食生活の改善にも取り組んでいく。この 15
回、約3ケ月半の講義を通じて、健康の恒常
的獲得の土台を構 食生活ノートの検討や共
有、モデル食事のプレゼンテーションで講義
を構成していくことも可能であるが、それで
は不十分である。食生活の体験的な理解と食
生活の理論的、ライフステージとの包括的な
理解とを往還させていくのがより効果的であ
る。つまり、食生活の客観的な理解をライフ
ステージにおける食と健康との課題に結びつ
けていく。
食や健康は大学生のみならず、生活するす
べての人びとにとって関係する毎日の事柄で
ある。だが、そうであるがゆえに、改めて考
える機会は少ない。大学教育の現場で食や健
康について考える機会を作っていくことで、
食生活についての気づきのみならず、生活の
改善にもつながっていくことが考えられる。
築していくことを目指していくのである。
このライフステージ体験型講義は、受講者
数が 30名以内程度で行うことが最も効果的
であるといえよう。それ以上の中規模や大規
模クラスでも展開は可能であるが、体験型の
プログラムである食生活ノートの記録・分
析・共有や、プレゼンテーションをグループ
ごとに行うなどの工夫が必要となる。また、
授業支援サイトなどを適宜用いることで、各
自の食生活ノートをWeb上に保存し、受講者
のアーカイブを作成していくことも可能とあ
る。そうした年度毎の取り組みをもとに、受
講者の食生活と健康に関する年度特性や年度
間比較、さらにWebシステムの継続により希
望学生には4年間の食生活記録を残していく
こともできる。
美への関心や過度の痩身への憧れを持つ傾
向にある、若年女子大生の食生活と健康に関
して、食生活ノートは自己の食生活の客観的
な記録として果たす役割は大きい。
まとめ
本稿では、大学生の食生活の実態と健康科
学の実践的役割について、とくに都内の私立
大学の女子大生を対象に、分析を加えてきた。
とくに本稿が対象とした生活関連領域を専攻
とする女子学生は、食生活や健康に関する意
識が全国的な学生の平均よりも顕著に高いこ
とが明らかになった。この結果は、健康科学
の持つ学問的役割の大きさとその実践性の意
義を裏付けるものである。食事をすることは、
人びとの生を営む日常的な行為である。そう
であるがゆえに、個々のライフスタイルから
なる習慣性に依るところが大きい。大学生に
なるということは、家族との生活から離れた
り、アルバイトやその他の事柄で不規則な生
活に成りやすい傾向にある。そうした中で、
食に関するセルフマネージメントが求められ
る。大学教育の中での健康科学群科目の学問
的役割の一つに、食のセルフマネージメント
を意識化させ、改善し、そして、食と健康の
土台を築いていくことがあるといえよう。
筆者は、別稿で若年層の過食と拒食の身体
的経験について調査を行った（田中,2011）（4）。
具体的には、「痩身願望」を抱き実際にダイ
エットに取り組む若年女性の中で、拒食と過
食の摂食障害を経験するようになり、その過
程での、①自己否定と自己肯定の精神的葛藤、
②拒食と過食の習慣化による精神的・身体的
疲弊、③過食と拒食の永続化への個人的対処
に重きをおいて分析を行った。
その結果、若年女性の「痩身願望」とそれ
にともなう過食や拒食の経験は、一時的なも
のではなく、中長期にわたり繰り返されてい
る実態が浮かび上がってきた。その上で、過
食と拒食を乗り越える視座として、第一に、
組織体系的に拒食や過食症を抱える若年女性
に個別の問題としてではなく、社会的な問題
として対応可能であることを伝えていくこ
と。第二に、思春期の自己形成や自己認識に
大きな影響を与えている各種の教育機関での
知識伝達に注視すること。この二点を提案し
た。
こうした拒食や過食の経験は、家族や親し
い友人にはかえって相談しにくい微妙な問題
である。それゆえに、学校は大きな役割を担
っている。そうした現実に即した問題意識の
上で、本稿では都内の私立大学に通う女子大
学生の食生活の実態と健康意識について調査
を行った。まず、健康科学や食に関する科目
女子大学生の食生活の実態と健康科学の実践的役割［田中マキ子］
75
（4） 田中マキ子 2011「若年女性における「痩身願望」とその実態―過食・拒食の経験―」『総合政策論集』第
13号。
を担当する教員は、食や健康についての知識
を的確に伝えるだけではなくて、そうした時
に見せる、学生たちの表情や発言、身体的変
化に絶えず目をむけておく必要がある。女子
大生を含む若年女性に的確な知識を伝達して
いくことと同時に、摂食障害へと陥りやすい
女性やすでにその問題を抱えている女性に症
状に応じた状況的対応を地道に行っていくこ
とが欠かせない。
つまり、健康科学や食生活に関する科目群
は、①的確な知識伝達、②健康や食生活への
実践的なプログラムの計画と実践、そしてさ
らには、③学生達のリアクションに垣間みえ
る「SOS」信号への臨床的な対応をできる限
りにおいて行っていくことがこれらの関連各
目の学問的な実践的役割であるといえよう。
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